
医療的ケア

1.医療的ケアとは

（授業のねらい）

・人口の高齢化や医療技術の進歩などにより，医療的ケアである

喀痰吸引や経管栄養を必要とする方々が増加しているため、

介護福祉士が医療的ケアを学ぶことになった経緯を理解する。

・医療的ケアが何かがわかる。



授業概要

人口の高齢化や医療技術の進歩などにより，

医療的ケアである喀痰吸引や経管栄養を必要とする人々

が増えているなか、

福祉専門職である介護福祉士が医療的ケアを行うための

医療分野の理念や倫理を理解し、チーム医療の一員として

安全・安心に提供するための基礎的知識を習得する。



医療的ケアって何？

介護福祉士が行う医療的ケアとは、喀痰吸引と経管栄養を指します。

喀痰吸引とは・・・口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内部にチューブを挿入し、

痰を器械で取り除く行為です。

経管栄養とは・・・鼻から胃に挿入したチューブや胃や腸にあけた穴に取り付

けたチューブを介して、 食事（栄養物）を補給することです。

口腔内吸引 胃ろうからの経管栄養
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どうして、介護福祉士が医療的ケアをするの？

介護福祉士が一番近くで利用者さんの生活を支えている職業だから

です。

介護福祉士は生活を支える専門職として、多くの職種と連携・協

働して、医療的ニーズを抱える人たちの生活をより豊かなものにし

ていく役割を課せられているのです。



住み慣れた家や地域社会に暮らしている医療的ケアを必要とする人とは

・障害や疾病とともに暮らしている人
・治療を終えて退院したばかりの人
・治療を続けながら生活している人
・障害の受容の過程にある人

介護福祉士には、一人ひとりの生活を支えるための知識と技術が
求められている！

社会全体の高齢化とともに、地域で暮らす障がい者も高
齢化が進んでいる。障害や疾病に加えて、
加齢に伴う変化への対応も必要となってくる。

（＝医療ニーズを抱える人たち）



利用者の尊厳を守り、自立を助ける支援

個人の尊厳を法の理念として、

病気や障がいがあっても、利用者一人ひとりにかけがえのない価値があることを

医療や介護の担い手がこころに刻んで医療や介護を行うよう掲げている

⇒

医療法 障がい者総合支援法介護保険法

医療や介護は
病気や障害のために、日常生活または社会生活を営むのに
支障がある人を支援する



医療や介護は病気や障害のために、日常生活または社会生活を営むのに

支障がある人を支援する

できるだけ住み慣れた居宅や地域社会において
自立した生活を送れるように支援することが不可欠

医療法
生命の尊重と個人の
尊重の保持を旨として
行われるべきである

介護保険法
介護が必要な人が可能な限り、
その居住においてその能力に
応じ自立した日常生活を
営むことができるよう
サービスを提供する

障害者総合支援法
障害者、障害児が基本的人
権を享有する個人としての尊厳
にふさわしい日常生活または
社会生活を営むことができるよ
うな支援を目的としている



医療的ケアを行う（学修した）介護福祉士は・・・

利用者さんや患者さんとその家族の気持ちを考えて医療的ケアを行います。

医療的ケアを必要とするご本人や家族の最も身近な存在として、

（ご本人やご家族にとって）最善の方法を見いだせるように

支援していきます。

一人ひとりの利用者さん、

患者さんをかけがえのない存在として尊重し、

その人らしい生活が送れるように

支援していきます。
どのような暮らしを望まれているのか、ご本人やご家族
の意思を汲み取っていく必要があります



医療的ケアを修得するということは…

介護福祉士が行う「医療的ケア」は生活を支えるための手段です。

喀痰吸引や経管栄養は呼吸を楽にしたり、栄養物を補給したりと生命

維持に直結した医療行為です。つまり、からだに何らかの侵襲をもたら

すリスクがあることを認識する必要があります。

そのために何度も演習を行い、確実な技術を修得します。

50時間の

講義
人体モデル
を使った

演習



医療的ケアの実際：喀痰吸引

喀痰吸引に関する解剖の理解



喀痰吸引（鼻腔内吸引）

喀痰吸引チューブの準備

鼻腔内吸引の実施



喀痰吸引（気管内吸引）

無菌操作のための滅菌手袋着用

気管内カニューレからの喀痰吸引



医療的ケアの実際：経管栄養

胃ろう経管栄養での観察と声かけ



経管栄養（準備）

経管栄養の準備物品

経管栄養実施前の確認と声かけ



経管栄養（実施）

経管栄養剤の注入速度の調整（演習）

経管栄養終了時の白湯の注入（演習）



まとめ：医療的ケアとは

医師の指示のもと、家族や看護師が日常的に行っている経管栄養注入や痰の

吸引などの医療行為のこと。

医療的な生活援助行為を医師による治療行為と区別するために、介護や教育

などの現場で用いられる。

＊介護の場では、資格をもった介護福祉士が行う。

＊教育の場（特別支援学校など）では、看護師と連携して教員が一部の

医療的ケアを行う。（＝第3号研修）

「医療的ケア」の概念＝ 生きるために日常生活上必須となる行為


